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五
月
は
、
目
に
青
葉
山
ホ
ト
ト
ギ
ス
初
鰹
、
ほ
ん

と
に
新
緑
が
目
に
眩
し
い
季
節
で
す
。
好
天
気
に
恵
ま

れ
た
中
で
家
族
総
出
に
よ
る
農
作
業
、
遅
れ
ば
せ
の
鶯

の
さ
え
ず
り
は
田
舎
の
の
ど
か
さ
を
こ
と
の
ほ
か
実
感

さ
せ
ま
す
。

雲
南
市
が
挙
げ
て
い
る
五
つ
の
恵
み
の
中
に
、
笑
顔

あ
ふ
れ
る
地
域
の
暮
ら
し
、
世
代
が
ふ
れ
あ
う
家
族
の

絆
、
美
し
い
農
山
村
風
景
、
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
季

節
に
は
特
に
そ
れ
ら
が
そ
の
ま
ま
感
じ
ら
れ
ま
す
。

私
に
と
っ
て
は
こ
の
頃
か
ら
家
の
回
り
や
畑
の
草
刈
、

庭
の
雑
木
の
刈
り
込
み
作
業
等
が
始
ま
り
ま
す
。
日
中

は
そ
う
し
た
時
間
が
取
れ
な
い
た
め
、
も
っ
ぱ
ら
朝
早

く
に
と
り
か
か
り
、
二
時
間
ぐ
ら
い
を
か
け
ま
す
が
、

し
っ
か
り
汗
を
流
す
作
業
は
、
そ
の
後
の
一
日
の
仕
事

に
爽
快
感
を
も
た
ら
し
ま
す
。

先
に
挙
げ
た
三
つ
に
、
多
彩
な
歴
史
遺
産
、
安
心
安

全
な
食
と
農
、
を
加
え
た
雲
南
市
の
五
つ
の
恵
み
は
、

季
節
を
問
わ
ず
四
季
を
通
じ
て
、
私
た
ち
に
の
ど
か
さ
、

安
ら
ぎ
、
爽
快
さ
を
与
え
雲
南
市
に
住
む
幸
せ
を
与
え

て
く
れ
ま
す
。

そ
ん
な
雲
南

市
の
ブ
ラ
ン
ド

と
し
て
の

｢

幸

運
な
ん
で
す
。

雲
南
で
す
。｣

を
、
自
信
と
誇

り
を
も
っ
て
言

え
る
雲
南
市
創

り
に
力
を
合
わ

せ
頑
張
り
ま
し
ょ

う
。
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市政懇談会にて (かもてらす ５月10日)
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大

東

町

５月28日� 19:30～ 大東地域交流センター (大東)

６月15日� 19:30～ 塩田公民館 (塩田)

６月17日� 13:30～ 久野公民館 (久野)

６月17日� 19:30～ 春殖公民館 (春殖)

６月19日� 19:30～ 幡屋公民館 (幡屋)

６月21日� 19:30～ 佐世公民館 (佐世)

６月25日� 19:30～ 阿用公民館 (阿用)

６月26日� 19:30～ 海潮公民館 (海潮)

加
茂
町

５月24日� 19:30～ かもてらす (大竹～畑)

５月28日� 19:30～ かもてらす (中村～砂子原～東谷)

木

次

町

５月28日� 19:30～ 斐伊公民館 (斐伊)

６月15日� 19:30～ 西日登公民館 (西日登)

６月19日� 19:30～ 下熊谷地域福祉サブセンター (下熊谷)

６月20日� 19:30～ 日登公民館 (日登)

６月22日� 19:30～ チェリヴァホール大会議室 (三新塔)

６月26日� 19:30～ 木次総合センター１階会議室 (新市)

６月28日� 19:30～ 八日市地域福祉サブセンター (八日市)

三
刀
屋
町

６月 3日� 9:30～ 雲見の里文化伝承館 (飯石)

６月20日� 19:30～ 転作研修センター (一宮)

吉
田
町

５月24日� 19:30～ 吉田ふるさとセンター (田井)

６月 1日� 19:30～ 吉田健康福祉センター (吉田)
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５月24日以降開催分

現
在
、
市
内
各
会
場
で
平
成
19
年

度
市
政
懇
談
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

５
月
10
日
の
加
茂
町
か
も
て
ら
す

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
て
、
６
月
28
日
の

木
次
町
八
日
市
地
域
福
祉
サ
ブ
セ
ン

タ
ー
ま
で
、
33
会
場
で
行
い
ま
す
。

今
年
度
の
懇
談
会
は
、
合
併
後
２
年
が
経
過
し
た
市
政
の
状
況
や
財
政

状
況
を
説
明
し
た
後
、
地
域
の
課
題
な
ど
に
つ
い
て
市
民
の
み
な
さ
ん
と

懇
談
を
す
す
め
ま
す
。

市
で
は
、
懇
談
会
で
寄
せ
ら
れ
た
意
見
や
提
言
を
新
し
い
ま
ち
づ
く
り

に
活
か
し
て
い
き
ま
す
。 �����

�����
�����
�����

�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����

������
������

������
������

						








������
������

� ������

�������������� !" 平成19年４月24日現在 (敬称略) ◎会長 ○副会長
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吾 郷 武 郎
芦 田 浩 道
石 原 博 行
大 倉 善 憲

○ 勝 部 智 子
◎ 加 藤 健 司
加 納 佳 子
黒 川 弘 義
曽 田 昌 吉
高 島 光 善
永 井 尚 二

○ 永 瀬 康 典
中 西 正 義
新 田 � 修
野 々 村 照 明
藤 原 夫 季 子
舩 木 勉
松 田 勉
森 脇 文 夫
吉 永 忠 男

石 飛 郁 輔

内 田 慶 子

岡 雅 子

加 藤 さ な え

加 納 眞 澄 美

嘉 本 輝 雄

嘉 本 俊 男

小 玉 登 喜 子

土 江 暁 一

◎ 長 谷 年 喬

錦 織 勇 夫

畑 亮 一 郎

○ 速 水 弘 子

藤 原 忠 男

○ 舟 木 清

渡 部 樹 禧

吾 郷 生 善

石 田 侑 生

市 場 雅 延

景 山 敏 雄

◎ 金 山 久 一

木 村 良 次

小 林 淹 光

斎 藤 文 隆

島 克 代

○ 杉 原 儀

○ 高 尾 由 美 子

谷 岡 美 栄 子

西 村 成 永

廣 澤 幸 博

廣 野 祐 二

持 田 明 典

山 田 壽 恵 子

石 原 和 幸

稲 田 和 実

古 林 修

小 山 光 枝

○ 鈴 江 久 美

須 山 辰 夫

高 尾 良 悦

谷 戸 仁 子

早 川 正 三

○ 古 山 陽 治

三 浦 由 美 子

宮 食 愛 伯

◎ 安 井 誉

山 野 内 政 登

渡 辺 文 子

小 川 真 波

影 山 忠 夫

○ 勝 部 花 代

草 光 純 子

陶 山 健 一

○ 高 岡 裕 司

◎ 田 部 寛 茂

錦 織 靖 雄

西 村 忠 明

藤 原 洋

堀 江 光 義

松 島 洋 子

吉 原 一 文

◎ 石 飛 安 弘

石 橋 淳 子

板 垣 糸 代

神 田 壽 規

○ 木 村 智 美

児 玉 由 美 子

清 水 京 子

白 築 久 美 子

竹 下 房 子

杤 谷 幸 男

長 崎 勉

永 瀬 美 穂

藤 原 良 江

藤 原 和 久

堀 江 貞 男

点
を
持
つ
こ
と
で
あ
る｣

な
ど
と
、

ま
ち
づ
く
り
へ
の
心
構
え
を
話
さ

れ
ま
し
た
。

市
で
は
、
地
域
委
員
会
と
協
力

し
な
が
ら
、
市
民
と
行
政
の
協
働

に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
に
む
け

て
、
さ
ら
な
る
地
域
振
興
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。
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４
月
19
日
、
三
刀
屋
文
化
体
育

館
ア
ス
パ
ル
で
、
今
年
度
１
回
目

の
地
域
委
員
会
全
体
会
を
行
い
、

各
地
区
の
地
域
委
員
と
市
職
員
の

約
１
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

地
域
委
員
会
は
、
ま
ち
づ
く
り

の
推
進
や
提
言
を
行
う
機
関
で
、

地
域
計
画
に
基
づ
く
ま
ち
づ
く
り

の
推
進
や
地
域
振
興
補
助
金
の
認

定
な
ど
を
行
い
ま
す
。
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は
じ
め
に
、
地
域
委
員
会
委
員

に
対
し
て
、
速
水
市
長
が
委
嘱
状

を
交
付
し
ま
し
た
。
任
期
は
、
平

成
21
年
３
月
ま
で
の
２
年
間
で
す
。
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全
体
会
で
は
、
平
成
19
年
度
の

市
政
運
営
の
基
本
的
な
考
え
方
と

主
要
施
策
に
つ
い
て
、
市
長
が
講

話
。
教
育
・
福
祉
施
策
の
充
実
や

高
速
道
路
建
設
、
映
画

｢

う
ん
、

何
？｣

公
開
に
よ
る
交
流
人
口
の

拡
大
と
そ
の
受
け
入
れ
態
勢
の
確

立
な
ど
の
考
え
を
示
し
ま
し
た
。

続
い
て
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ひ
ろ
し

ま
ね
理
事
長
の
安
藤
周
治
氏
か
ら

｢

ど
ん
な
ま
ち
で
、
ど
ん
な
く
ら

し
が
し
た
い
で
す
か

〜
地
域
の

仕
組
み
を
暮
ら
し
か
ら
考
え
る
〜｣

と
題
し
た
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

安
藤
氏
は
、｢

観
光
地
や
特
産

物
の
活
用
は
大
切
な
こ
と
で
、
予

算
を
ど
れ
だ
け
取
っ
て
く
る
か
も

重
要
な
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、

も
っ
と
大
事
な
こ
と
は
、『

人』

と
い
う
資
源
を
育
て
る
こ
と
で
あ

り
、
住
民
が

『

ど
ん
な
ま
ち
づ
く

り
が
し
た
い
の
か
？
ど
ん
な
暮
ら

し
が
し
た
い
の
か
？』

と
い
う
視
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